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目黒区立東根小学校
日本語国際学級について

〇 自校通級児童

週１～４時間の取り出し指導

（４０分間／１単位時間）

※目黒区では「４０分授業午前５時間制」を実施

〇 区内他校からの通級児童 ※保護者等による送迎が必要

週１～２回の取り出し指導

（休憩時間を含む９０分間／１回）

午前:8:30-10:00 午後:14:00-15:30



Contens

１ 授業づくりのプロセス

２ 光村図書２年(上)「たんぽぽのちえ」を題材にした取組

３ 各教科へ応用できる取組

４ 初期指導段階における取組

５ 大切にしたいこと
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１ 授業づくりのプロセス

① どのような言葉や日本語表現を
身に付けさせたいか?

② どのような方法で身に付けさせるか?

③ 教科学習と関連づける。

どの教科、どの単元、どの教材で
それらの言葉や表現を扱うことが有効か? 児童・生徒の日本語能力 ＋ 在籍学級での様子

① 在籍学級の授業にどう参加させるか?

② どの教科のどの単元なら主体的に参加できるか?
～ 児童の能力・関心 等 ～

どのような参加の仕方が想定できるか?

③ そのために必要な言葉や日本語表現は何か?

日本語指導のねらい ⇄ 教科学習



２ 光村図書２年(上)「たんぽぽのちえ」を題材にした取組
名
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〈教科の目標〉◎時間的な順序を考えながら、内容の大体を捉える。

○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読する。

生活科・理科との関連【植物の育ち方】

〈教科の目標〉

○植物の育ち方には一定の順序がある
ことを理解する。

○植物の成⾧のきまりや体のつくりにつ
いて表現する。

〈日本語の目標〉

○見た感じ、触った感じを表現できる。

○「種、葉、芽(発芽)、花、実、育つ、比
べる」などの言葉や、「種をまく」「水を やる
」「芽が出る」などの表現を身に付け、成
⾧の様子を伝えたり、観察記録文を書い
たりすることができる。

(R7年度４月～の実践 指導対象児童低学年２名/高学年２ 来日１年 日本語ゼロからのスタート）

〈この時期にこの教材を取り上げた理由〉

①教科学習に生かせる言葉を身に付けさせたい。（理科・生活科との関連）
②文章を読む経験を積ませたい。 ※教科書教材を扱う意義

★出来事の順序が分かりやすく整理されている文章である。
★実物を観察し、体験を伴って内容を理解することができる。（季節的な捉え）

〈日本語の目標〉

○理由を示す文末表現「～(だ)からです」の用法を理解し、文章の中から理由を
読み取ったり、自分の考えや行動の理由を説明したりすることができる。

○実物を触ったり動作化したりすることを通して擬態語(オノマトペ)の意味を捉え、
理解し、それらの言葉を使って物の状態や動きを表現できる。

○文章を読み、内容を理解することを通して、日本語で書かれた文章に慣れ親し
み、すすんで「読む」活動に取り組むことができる。

○「こそあど言葉」（指示語 3年）や「つなぎ言葉」（接続詞４年）の役割につ
いて理解し、書かれている内容を正しく理解するとともに、文や文章の中で適切に
使うことができる。



２ー１ 児童の実態に応じた指導内容の工夫 6

〈主な学習活動〉 ①文章を読み、大体の内容を捉える。（絵や写真、動作化、言語化 等）

②「なぜ～」に対する答えを見つける活動を通して、理由や原因を示す表現を身に付ける。

③順序を捉えて、絵カードを並び替える。

④実際のたんぽぽを見て、その状態について文中の言葉を用いて説明する。

⑤「ふわふわ」「ぐんぐん」等のオノマトペに触れ、触った感じや見た感じに関する表現を増やす。

※学習活動の最後に、もう一度教材文を読み、理解の深まりを確かめる。

⑥同じような説明文を自分で読み、内容の大体を捉える。（文章を読む経験を積む）

⑦ 「こそあど言葉」や「つなぎ言葉」の役割について

一つ一つの言葉を丁寧
に読むことで、内容を理解
し、在籍学級での学習に
生かせるようにする 。

分からない言葉の意味を
補足することで、自分でも
文章を読んで理解できると
いう自信につなげる。

知らない言葉があっても、既有の知識と結び付けたり前後の
文脈から意味を推測したりしながら読み進め、大体の内容を理
解することができる経験を積む。また、言語事項を取り上げて指導
することで、日本語の語彙を増やす。

２年生 母語: 英語

自分の好きなこと、自
信がある活動には参加す
るが、少しでも「できない
かも?」という思いがあると
、学習だけでなく、遊びで
あっても参加しない。

３年生 母語: 中国語
今年度に入って友達関係

も広がり、どんどん日本語で
話せるようになってきている。
しかし、平仮名・片仮名の読
み書きの定着の時間がかか
っており、「読む」ことへの抵
抗感が大きい。

体験的活動や問題演習を通して理解する。

４年生（※１年過年）/ ６年生 母語:中国語

年齢相応の理解力はあるものの、間違えることを恐れて、
なかなか日本語を使って話そうとしない。そのため、語彙や
日本語表現の定着に時間がかかっている。

漢字で書かれているものは（日本語の読みとは一致しなく
ても）漢字から意味を理解することができるが、平仮名表記
からは意味が捉えにくく、平仮名で表記される言葉(接続詞、
指示代名詞、擬態語など)への理解が乏しい。

週１回（９０分）のペア学習（２・３年生／４・６年生）
【 話す・聞く ＋ 実験・体験等の活動 】

週１回（９０分）の個別学習
【 読む・書く ＋ 個別の課題 】と



２ー１ 児童の実態に応じた指導内容の工夫 7

〈主な学習活動〉 ①文章を読み、大体の内容を捉える。（絵や写真、動作化、言語化 等）

②「なぜ～」に対する答えを見つける活動を通して、理由や原因を示す表現を身に付ける。

③順序を捉えて、絵カードを並び替える。

④実際のたんぽぽを見て、その状態について文中の言葉を用いて説明する。

⑤「ふわふわ」「ぐんぐん」等のオノマトペに触れ、触った感じや見た感じに関する表現を増やす。

※学習活動の最後に、もう一度教材文を読み、理解の深まりを確かめる。

⑥同じような説明文を自分で読み、内容の大体を捉える。（文章を読む経験を積む）

⑦ 「こそあど言葉」や「つなぎ言葉」の役割について
体験的活動や問題演習を通して理解する。

２年生 母語: 英語
一つ一つの言葉を丁寧に
読むことで、内容を理解し
、在籍学級での学習に

生かせるようにする。

３年生 母語: 中国語
分からない言葉の意味を

補足することで、自分でも
文章を読んで理解できると
いう自信につなげる。

４年生（※１年過年）/ ６年生 母語: 中国語
知らない言葉があっても、既有の知識と結び付けたり前後の

文脈から意味を推測したりしながら読み進め、大体の内容を理
解することができる経験を積む。また、言語事項を取り上げて指導
することで、日本語の語彙を増やす。

週１回（９０分）のペア学習（２・３年生／４・６年生）
【 話す・聞く ＋ 実験・体験等の活動 】

週１回（９０分）の個別学習
【 読む・書く ＋ 個別の課題 】と



２ー２ 実際の学習活動① 8

活動①【種をまこう】

◉「春」について

○「植物」とは…?

◉どんな「花」?

◉「種」をまく→色・形・大きさ

◉栽培に必要な道具の名前
ポット・プランター・花だん・シャベル・じょうろ等

◉「種をまく」「水をやる」などの
表現

「水をやった?」「芽は出た?」

などの

日常的なやりとり

◉観察記録文を書く

・きょうのこと（低学年）

・観察記録ノート（高学年）
※色・大きさ・形・手触りなどの観察
の視点をもたせる。

◉外に出て、たんぽぽの写真を撮影する ※学習用情報端末の活用

①たんぽぽをさがす

・似た植物との違いを言語化 (例)T「これ、たんぽぽ? 」 C「ちがう」

T「どうして? 」 C「たんぽぽは もっと、花 大きい」

②いろいろな状態のたんぽぽを撮影する

・自然な会話の中での「再話」
(例)T「たんぽぽは何をしているの?」

C「じくを休ませている。」

C「あっ! わた毛 とんだ! 」

活動②【「たんぽぽのちえ」を読もう
◉本文を読む

】

化

①知らない言葉、分からない言葉の確認
・サイドラインを引かせる ／ 問いかけ、意味を説明させる

言葉による言い換え 絵や写真の提示 動作

②内容の大体を捉える
・「なぜ～ ?」の問いに対する答えを見つける

「～（だ）からです。」の表現を身に付ける
身近なことを質問し合う活動 文づくり

・挿絵を見て、様子を答える／ 挿絵を順番に並べ替える

せのびを するように

ぐったり たおれる

らっかさん



２ー２ 実際の学習活動② 9

る

?

◉再話する（ 文で話す ／ 特定の言葉に注目させる ）

①たんぽぽの写真を活用した言語活動
・本文を読み返す たんぽぽの変化の順を確認する（★）

撮影してきた「たんぽぽ」 の写真を見て、その状態を説明する … (★）を活用

②穴あき作文に取り組む
・穴（空欄）を埋める活動を通して、どのような言葉が使われているかを意識させる

「いつ」 「どのように(オノマトペを含む)」 「どうする」（＋ こそあど言葉 ・ つなぎ言葉）

◉言語事項の習熟 様子を表す言葉（オノマトペ）／ こそあど言葉 ・ つなぎ言葉

①様子を表す言葉（オノマトペ）

・用意されたものの中から「ふわふわ」したものを探す
・様々な具体物を触り、触った感じをオノマトペで言語化す 次ページ

日本語での一般的な表現へ

・「ぐんぐん」のように見た感じを表すオノマトペについても学習する

②こそあど言葉（指示語） ／ つなぎ言葉（接続詞）
・「あちらこちら」とは 「こそあど言葉」の基礎知識を身に付ける

身近な 物／場所 を使ったやりとり → ワークシートで整理

※「こそあど言葉」を使った言語活動 次ページ

・「こそあど言葉」や「つなぎ言葉」の文中での用いられ方の確認…問題演習



10◆「こそあど言葉」を使った言語活動◆

ほ あ
う そ
き こ
が に

あ
り
ま
す

。

２ー２ 実際の学習活動③
◆触った感じをオノマトペで言語化する活動◆

そ
れ

リ は
コ 、
ー 私
ダ の
ー
で
す

。たわしだと思う。
ちくちくするから。

紙やすりだと思う。ざ
らざらしているから。



２ー２ 実際の学習活動④ ～生活科・理科との関連～ 11

活動①【種をまこう】

◉「春」について

○「植物」とは…?

◉どんな「花」?

◉「種」をまく→色・形・大きさ

◉栽培に必要な道具の名前
ポット・プランター・花だん・シャベル・じょうろ等

◉「種をまく」「水をやる」などの
表現

◉観察記録文を書く

・きょうのこと（低学年）

・観察記録ノート（高学年）
※色・大きさ・形・手触りなどの観察
の視点をもたせる。

「水をやった?」「芽は出た?」

などの

日常的なやりとり

２・３年生の「きょうのこと」（文型を提 示 「書く」）
６年生の「観察ノート」

（理科用語を用いる）

はじめはポットで発芽させる
※視点を絞る

花だんに植え替える

どうして?

２・３年生は花だんの
草むしりからスタート

どうして?



２ー２ 実際の学習活動⑤～生活科・理科との関連～

２・３年生の「きょうのこと」 提示文型

色は?

形は?

さわった
感じは?

12

C: これ、持って帰る、
いいですか?

T: 〇〇先生に
見せるの?

C: うん。

<高学年>
観察記録に記述すべきことが
何かを自分で考えながら書く。

日本語表現の支援
＋

理科用語の提示

在籍学級の学習で使える
言葉・日本語表現・文章モデル

観察記録ノート
◦

◦

◦

ド

書
く

書
か
せ
る

<低学年>
生活科カードや理科の観察カー
に書く内容、文の書き方を学ぶ。

モデルづくり

書いた(≠書けた?）
自信



２ー２ 実際の学習活動⑥ ～まとめ～ 13

１
・花壇の草むしり ・種まき

１
・植物とは? ・種まき ・道具の名前

・きょうのこと（種・種まき） ・観察記録ノート（種・種まき）

２
・「たんぽぽのちえ」本文を読む

２
・「たんぽぽのちえ」本文を読む
・「なぜ～ ?」→理由の表し方

・観察記録ノート（発芽）
３ ・挿絵の並べ替え

・タンポポの写真撮影→再話

・「なぜ～ ?」→理由の表し方

・きょうのこと（成⾧の様子）
３ ・変化の順の確認→挿絵の並べ替え

・タンポポの写真撮影

→「こそあど言葉」の学習への導入
４

・穴あき作文（言葉に注目させる）
・穴あき作文①

４
・タンポポの写真→再話

・観察記録ノート（子葉と葉）
５

・「こそあど」言葉の演習・習熟
→様子を表す言葉への導入

５
・穴あき作文②

６ ・様子を表す言葉(ｵﾉﾏﾄﾍﾟ)の習熟
６ ・接続詞の意味と用法→演習・習熟

７ ・様子を表す言葉(ｵﾉﾏﾄﾍﾟ)の習熟

８ ・学習のまとめ（振り返り）７ ・学習のまとめ（振り返り）

※必要に応じて個別学習の時間に補習し、習熟・定着を図る。

【指導時間について】 通常 : 休憩時間を含む９０分間 ／ １回
※１回につき１活動とは限らないため、本取組に関しては毎回６０分程度

例:「きょうのこと」の発表、熟語の確認テスト等との抱き合わせ

２・３年生ペア 4・6年生ペア

・雨の日のたんぽぽの
わた毛ことが分かった。

・「～(だ)から」の言い方
ができるようになった。

様子を表す言葉の学習が
、一番楽しかったです。ど
んな言葉が合うのかをさが
すのがおもしろかったから
です。

最後にもう一度読んでみ
ると、自分で読めるように
なっていました。意味も全
部分かりました。できるよ
うになったと感じました。

（写真を見て）たんぽぽの話
をする時「やらない」って
言った。できないと思った
から。でも、できた。
うれしかった。



３ 各教科へ応用できる取組 14

文

東根小学校日本語国際学級の行事 ねらい

６月
ほほえみタイム<１> 集会活動

※言語別２グループに分けて実施
コミュニティづくり

11月 日本語国際学級作品展 作文掲示
「書く」活動
国際理解

12月
学習発表会 作品展作 発表活動
※日本語能力別２グループに分けて実施

「話す・聞く」
活動

２月
ほほえみタイム<２> 集会活動

※学級全体で実施
交流を深める

作品展テーマ「〇〇〇のいいところ・すてきなところ」

・住んでいた国のいいところ・すてきなところ
・日本のいいところ・すてきなところ
※６年生は在籍学級の卒業文集への取組も兼ねる

①好きなものや好きな場所について紹介する
②他と比較しながら良さを伝える

(例）日本の学校では……中国の学校では……

◆学習活動「くらべてみよう～同じところ ちがうところ～」◆
参考資料「読み書きにつまずく子への国語教材集」ナツメ社2018/1/10

教材の写真



４ 初期指導段階における取組 15

在籍学級での授業に
参加するきっかけをつくる

★ 数の読み方

★ 四則計算の読み方

＋（たす）→ 足し算
－（ひ く）→ 引き算
×（かける)→ かけ算
÷（わ る）→ わり算
＝（ わ ）

●「式」・「答え」等の用語

計算練習の
答え合わせの場面で…

「□＋■＝○
です。」

周囲から認められる
↓

自信

●助数詞（～個、～本、～匹、～台 等）

●量の単位（cm, g , L , cm² 等）の読み方

●「多い／少ない」「大きい／小さい」「⾧い／短い」等の語彙

●「〇〇の方が△△です」等の比較の表現

教材の写真
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★ 身に付けさせたいことは何か?

ねらいを明確にして、指導内容・方法を考える

・教科補習との違いを明確にもつ（日本語の目標設定）

・同じ教材でも、指導できる内容はいくらでもある

児童・生徒の「関心」（必要感）があるものを

通して、学び方を学ばせる

★ 思考させる（日本語でも母語でも）日

本語でのアウトプットの方法を教える

・考える機会を多く設定する

・アウトプットの機会を多く設ける（間違えてもよい安心感）

★ 在籍学級での学習／今後の進路に活かせるもの 児

童・生徒の「自分にも『分かる／できる』」を増やす

・在籍学級での進度や取組の把握

・在籍学級での指導と食い違いを生じさせない

・(限られた時間だからこそ)指導時期、指導内容の精選

５ 大切にしたいこと…



ありがとうございました

目黒区立東根小学校

日本語国際学級

主幹教諭 田中 寛子


